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我々、オーストラリア、ブルネイ・ダルサラーム、カナダ、

チリ、日本、マレーシア、メキシコ、ニュージーランド、ペ

ルー、シンガポール、米国及びベトナムの貿易大臣は、環太

平洋パートナーシップを成功裏に妥結したと発表できること

を嬉しく思う。５年以上の集中的な交渉の後、我々は、アジ

ア太平洋地域にわたり、雇用を維持し、持続可能な成長を促

進し、包摂的な開発を発展させ、イノベーションを向上させ

る合意に至った。更に重要なことに、本協定は、各国の国民

に利益をもたらす、野心的で、包括的な、高い水準の、バラ

ンスの取れた協定という、我々の示した目標を達成している。 

 

ＴＰＰは、世界経済の 40％近くにより高い基準をもたらす。

本協定は、各国間の貿易及び投資の自由化に加えて、各国の

発展段階の多様性を考慮しながら、21 世紀に各国のステーク

ホルダーが直面する課題に対処している。我々は、この歴史

的な協定が、経済成長を促進し、高賃金の雇用を維持し、イ

ノベーション、生産性及び競争力を向上させ、生活水準を高

め、各国の貧困を減らし、透明性、良質なガバナンス並びに

強力な労働及び環境の保護を促進することを期待している。 

 

本協定の成果を公式なものに整えるために、交渉官は、条文

の法的面からの検討、翻訳並びに起草及び確認を含め、公表

のために整えられた条文を準備するための技術的な作業を継

続する。我々は、この協定の具体的な特徴についてステーク

ホルダーと関与し、本協定を整備するための国内手続に着手

することを楽しみにしている。 


